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　「
日
本
風
景
街
道
大
学
　
白
川
郷
・
五
箇
山
校
」
が
11
月
、
岐

阜
県
白
川
村
と
富
山
県
南
砺
市
で
開
か
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
美
し

い
ま
ち
づ
く
り･

道
づ
く
り
運
動
の
「
日
本
風
景
街
道
」
に
取

り
組
む
全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
、
行
政
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。

な
っ
て
討
論
。
各
分
科
会
が
「
道

の
駅
の
道
路
情
報･

観
光
案
内

所
に
風
景
街
道
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
、
利
用
者
の
地
域
へ
の
関
心
を

高
め
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
ろ

う
」「
風
景
街
道
、
世
界
遺
産
、

ジ
オ
パ
ー
ク
、
道
の
駅
は
、
地
域

の
自
然
、
文
化
な
ど
を
さ
ら
に
磨

い
て
後
世
に
伝
え
る
役
割
が
共
通

す
る
の
で
積
極
的
に
連
携
を
」
な

ど
報
告
し
た
。

　
全
対
会
議
で
は
「
し
っ
か
り
し

た
地
域
づ
く
り
が
す
べ
て
の
基

本
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
人
材

を
育
成
す
れ
ば
地
方
創
生
に
も
つ

な
げ
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と
へ
の
関

心
を
い
っ
そ
う
高
め
、
時
間
を
か

け
て
周
囲
と
対
話･

交
流
を
重

五箇山の合掌造り集落の景観は圧巻

道の駅分科会の車座討論

あたなのためのオンディマン
ド交通サービスがお出迎え
（ヘルシンキ）

ね
、
共
感
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と

総
括
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ

イ
ウ
ェ
イ
」
を
参
考
に
平
成
19
年

に
登
録
を
開
始
し
た
風
景
街
道
は

現
在
、
全
国
で
登
録
１
３
６
ル
ー

ト
あ
る
が
、
ま
だ
「
道
の
駅
」
ほ

ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
活
動
も
試
行

錯
誤
が
続
く
。
こ
の
た
め
、宮
崎
、

静
岡
、
島
根
県
な
ど
で
「
風
景
街

道
大
学
」
を
開
い
て
啓
発
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
交
流
会
や
研
修
会

も
徐
々
に
活
発
化
し
、
愛
媛
県
久

万
高
原
町
で
10
月
に
開
い
た
四
国

地
方
協
議
会
の
交
流
会
で
は
、「
ル

ー
ト
プ
レ
ス
」
が
取
材
し
、
こ
れ

ま
で
に
掲
載
し
た
各
地
の
多
様
な

活
動
事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

白
川
郷
・
五
箇
山
校
に
200
人

課
題
な
ど
話
し
合
う

日
本
風
景

街
道
大
学

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

　
利
用
者
の
要
求
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
「
オ
ン
デ
ィ
マ
ン
ド
」
と
呼
ぶ
。「
Ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
（
ウ
ー
バ
ー
）」
に
代
表
さ
れ
る
自
分
の
た
め
の

タ
ク
シ
ー
を
呼
べ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
時
代
の
象
徴
と
し
て
、
ほ
ん

の
数
年
で
50
カ
国
以
上
に
拡
が
っ
て
い
る
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
は
、
自
分

の
た
め
の
公
共
交
通
を
呼
べ
る
サ
ー
ビ
ス
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
名
も「
Ｋ
ｕ
ｔ
ｓ
ｕ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ（
ク

ッ
ツ
プ
ラ
ス
）」、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
Ｋ
ｕ
ｔ
ｓ
ｕ

と
は
、
電
話
で
呼
ぶ
と
い
う
意
味
だ
。
携
帯
電
話
で

出
発
地
と
目
的
地
、
乗
車
希
望
時
刻
を
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
と
即
座
に
、
お
迎
え
可
能
時
刻
、
目
的
地
の
到

着
予
想
時
刻
、
料
金
が
表
示
さ
れ
る
。
直
行
の
ル
ー

ト
、
他
の
乗
客
も
乗
車
す
る
迂
回
ル
ー
ト
等
が
提
示

さ
れ
、
利
用
者
は
自
分
の
好
み
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス ２

世界を席巻「オンディマンド交通サービス」

　
風
景
街
道
の
運
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
る
に
は
、「
道
の
駅
」
や

「
世
界
遺
産
」
な
ど
、
風
景
街
道

の
運
動
と
も
相
通
じ
る
活
動
と
、

も
っ
と
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
大

切
と
、「
白
川
郷･

五
箇
山
の
合

掌
造
り
集
落
」
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
20
周
年
に
な
る
の
を
機

に
、
関
係
者
が
当
地
に
集
ま
っ
て

情
報
交
換
し
、
課
題
な
ど
を
話
し

合
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
風
景
街
道
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
土
交
通
省
や
岐

阜
・
富
山
県
な
ど
16
団
体
に
よ
る

実
行
委
員
会
が
主
催
。
白
川
村
の

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
学
校
で
、
合

道の駅と連携必要

に
来
て
く
れ
る
と
い
う
演
出
。
料
金
は
路
線
バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
の
中
間
に
な
る
よ
う
設
定
さ
れ
、
携
帯
電

話
で
決
済
さ
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
６
月
か
ら
社
会
実
験
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
、
２
年
後
の
13
年
11
月
に
は
15
台
に
増
強

さ
れ
、同
12
月
時
点
で
約
７
０
０
０
人
が
会
員
登
録
、

１
年
間
で
５
倍
に
利
用
が
急
増
し
た
。

　
市
の
交
通
局
が
運
営
し
、
路
線
バ
ス
の
苦
手
と
す

る
環
状
方
向
の
移
動
を
支
援
す
る
。
乗
降
場
所
は
バ

ス
停
で
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運
行
を
委
託
し
、
住
民
、

地
域
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
17
年
ま
で
に
１
０
０
台
規
模
に
拡
張
す
る
計
画

で
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
発
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
が
市
民

の
生
活
の
質
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
注
目
し
た
い
。

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所
　
牧
村
和
彦
）

を
選
択
す
る
。

　
Ｈ
Ｓ
Ｌ
（
ヘ

ル
シ
ン
キ
地
域

交
通
局
）
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

（
ブ
ル
ー
）
を

あ
し
ら
っ
た
９

人
乗
り
の
ミ
ニ

バ
ス
が
、
迎
え

掌
集
落
を
め
ぐ
る
ル
ー
ト
な
ど

の
活
動
報
告（
５
面
事
例
参
照
）

に
基
づ
く
全
体
会
議
と
交
流
会

を
開
催
。
国
交
省
中
部
地
方
整

備
局
の
茅
野
牧
夫
局
長
も
「
創

意
と
熱
情
の
こ
も
っ
た
討
議

を
、
ぜ
ひ
地
方
創
生
に
反
映
さ

せ
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
２
日
目
は
南
砺
市
の
「
五
箇

山
合
掌
の
里
」
に
移
動
し
、
茅

葺
保
存
家
屋
に
ふ
さ
わ
し
く
分

科
会
ご
と
に
畳
部
屋
で
車
座
に

やたて峠
村田明駅長

　周囲を秋田杉に囲まれた峠の道の駅。

秋田県大館市長走陣場 311
国道 7号　TEL.0186-51-2311

宿泊施設の大館矢立ハイツが中心施設で、杉木立
を眺めながら自慢の源泉かけ流し温泉を満喫でき
ます。また、見晴らし抜群のレストランでは一押
しの鶏飯「峠のわっぱめし」や、比内鶏、秋田米、
舞茸のきりたんぽ鍋など郷土料理が味わえます。

わじき
土佐朱美店長

　四国八十八ヶ所21番札所西の高野山

徳島県那賀町中山関ヶ原 34-56
国道 195 号　TEL.0884-62-3553

太龍寺と22番平等寺の中間にあり、歩き遍路さ
んの憩いの場です。四季美谷温泉のジビエ料理「ナ
カ鹿丼」は当店だけのメニュー。お土産には阿波
番茶、イタドリしょうゆ漬、ゆず酢、ヤギアイス、
日曜日だけの杵つき草もちが人気です。

瀬戸大橋記念公園
廣瀬義文駅長

　展望台から世界最長の鉄道・道路併

香川県坂出市番の州緑町6-13
県道瀬居坂出港線　TEL.0877-45-2344

用橋である瀬戸大橋の雄姿が間近に望めます。記
念館内では、大橋工事の全容を模型や映像で紹介
するコーナーや、時空を越えた体験ができる全天
周大型映像が無料公開され、広い園内は庭園や芝
生広場、大型遊具を家族連れで楽しめます。

2015年（平成27年）11月 第46号５

ビジターセンター付近の山道、筆者撮影

浅
間
山
の
遠
景
、
Ｈ
Ｐ
よ
り

　
こ
の
エ
リ
ア
は
広
い
。
風
景
街

道
と
し
て
の
活
動
エ
リ
ア
は
北
国

街
道
、
海
野
宿
、
懐
古
園
な
ど
の

歴
史
的
エ
リ
ア
と
、
浅
間
山
に
代

表
さ
れ
る
高
峰
高
原
、
湯
の
平
高

原
、
鹿
沢
高
原
な
ど
の
自
然
エ
リ

ア
か
ら
な
る
。

　
大
学
生
の
頃
、
数
学
の
教
授
が

言
っ
た
も
の
だ
。「
周
り
を
見
な

い
で
高
い
方
ば
か
り
に
足
を
進
め

る
と
、
浅
間
山
に
登
っ
た
つ
も
り

で
黒
斑
山
に
登
っ
て
し
ま
う
ぞ
」。

社
会
に
出
て
も
周
囲
の
状
況
を
正

確
に
判
断
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

諭
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
浅
間
山
を
挟
ん
で
南
北
に
２
つ

の
峠
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
群
馬
の

嬬
恋
に
続
く
道
で
あ
る
。
か
つ
て

国
定
（
六
合
）
村
の
忠
治
親
分

は
、
こ
の
峠
を
通
っ
て
海
野
や
真

田
、
遠
く
は
安
曇
野
と
の
交
易
を

行
っ
た
と
い
う
。
赤
城
山
で
子
分

達
と
決
別
し
た
忠
治
親
分
は
、
善

光
寺
大
五
郎
を
頼
っ
て
行
っ
た
と

い
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
忠
治
親

分
の
子
孫
が
こ
の
あ
た
り
に
も
生

き
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
麓
に
は
悲
し
い
歴
史
も
あ
る
。

島
崎
藤
村
の
「
破
戒
」
の
舞
台
と

な
っ
た
地
域
で
あ
る
。
今
は
も
う

区
画
整
理
で
、
そ
の
地
域
は
名
前

だ
け
残
し
て
集
落
は
な
い
。
幼
い

頃
、
高
校
の
教
員
を
し
て
い
た
父

の
関
係
で
、
こ
の
街
で
暮
ら
し
た

こ
と
が
あ
る
。
あ
る
晩
、
父
を
訪

ね
て
き
た
お
姉
さ
ん
が
、
炬
燵
を

挟
ん
で
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
お
姉
さ

ん
が
白
樺
の
木
を
彫
っ
て
作
っ
た

ペ
ン
を
、
今
で
も
大
切
に
持
っ
て

い
る
。使
う
機
会
は
な
か
っ
た
が
。

風景街道
横
浜
商
科
大
学
商
学
部
貿
易
・
観
光
学
科

�

小
濱
哲
教
授

浅
間
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

北
国
街
道
の
歴
史
と
浅
間
山
の
自
然

■世界遺産登録 20 周年の歩みと地域連携
＝和田正人氏（合掌 ･さくら飛越街道協議
会）
　白川郷の世界遺産登録地区は、合掌造り
の屋根ふき替えはじめ、伝統行事や芸能は
住民の相互扶助「結い」で大切に維持して
きた。昭和 30 年代後半からの合掌造りの
空き家、建て替え消滅が相次いだ時も地域
で「売らない、貸さない、壊さない」の住
民憲章を設け、重要伝統建築物群保存地区
指定、世界遺産登録へと発展した。結い精
神は今、景観にそぐわない建物や広告類禁
止、ごみゼロ、休耕田復元にも広げている。

■世界遺産富士山と『ぐるり ･富士山風景
街道』＝青木直子氏（認定ＮＰＯ法人富士
山クラブ事務局長）
　美しさが世界中に知られる富士山も、ご
みが散乱し山小屋トイレもたれ流しなのに
衝撃を受け、10 年以上前から有志とごみ
を拾い歩いて環境保全を訴え、登山道や樹
海への不法投棄を大分減らせた。道路沿い
への投げ捨ても一掃をと、風景街道ルート
を一周する３本の国道で 10 月、1000 人
大清掃会を開催。静岡、山梨県の行政区割
を超え、ひたすら富士山を愛する地元住民
主体の活動が着実に動き出している。

■知床と東オホーツクシーニックバイウェ
イ＝桜井あけみ氏（東オホーツクシーニッ
クバイウェイ連絡会副会長）
　流氷の海から、広大な田園地帯、山岳地
帯をめぐる数百㌔に及ぶルートで、各地域
グループを中心に湖のクリーン作戦、国道
の清掃や花植えを続け、観光客向けにも雪
原のホーストレッキング、かんじきウオー

キングなど地域独特の楽しみを提供。地元
しか知らない見どころ、味などを紹介する
重要な情報発信拠点として、道の駅との連
携を強めている。情報の発掘、評価により、
地域のすばらしさを再確認し誇りを持っ
た。

■世界ジオパーク（糸井川）と『北アルプ
ス大展望・最長最古の塩の道ルート』、日
本の原風景『枝垂れ桜の咲く里への回り道』
＝米田徹氏（糸魚川市長）
　糸魚川が日本列島を東西に分断する
フォッサマグナの端にあることを、もっと
観光に活用できないか。80 年代のふるさ
と創生ブームのころからそう考え練ってき
た計画が、世界ジオパーク登録に結実した。
北アルプスも日本海も貴重な地域資源、と
大切にしている市民は今、観光客と一緒に、
人間の暮らし、文化、歴史も動植物も、す
べて地球 47 億年の営みから生まれ育った
と気づいて感動し、啓発されている。

■世界ジオパーク洞爺湖有珠山と支笏洞爺
ニセコルート＝三松靖志さん（壮瞥町商工
観光課主幹）
　有珠山 ･ 洞爺湖周辺は何万年も前から
繰り返す大地の営みによる傑作だ。約 100
年前の噴火後できた洞爺湖温泉、1943 年
に麦畑から生まれた昭和新山、77 年の大
噴火でできた有珠新山は、道路や畑に大被
害を与えたが観光で地元を潤す。町が認定
し活動を委託する「火山マイスター」は、
災害から学んだ知恵を観光ガイドとして活
用する一方、地震など噴火の前兆があった
ら真っ先に避難することを子々孫々に伝え
る役割も果たしている。

各地から事例報告

甲斐大和
手塚公彦代表

　新笹子トンネル下り線出口のすぐ近

山梨県甲州市大和町初鹿野 2248
国道 20 号　TEL.0553-48-2571

く。そば切り発祥地という伝承にちなみ、地元産
そば粉を使った手打ちそば『天目そば』がオスス
メ郷土食で、休耕地でのソバ栽培振興も目指しま
す。特産『うらじろまんじゅう』は、オヤマボク
チの葉を使った草餅で素朴な味わいが人気。

鯛生金山
松尾裕次所長

　2002年Ｗ杯以来カメルーンとの交流を

大分県日田市中津江村合瀬 3750
国道 442 号　TEL.0973-56-5316

続けてきた旧中津江村にあり、かつての大金山が
地底博物館・産業文化遺産の登録を受けています。
当駅でも「砂金採り体験」ができ収穫はキーホル
ダーなどに加工いたします。地元野菜のほか椎茸・
ゆず・こんにゃく・わさびも揃います。

ひろさき
小山内崇駅長

　りんごをはじめ地域の農産物を隣接加

青森県弘前市石川泉田 62-1	
国道 7号　TEL.0172-92-3366

工施設で製造販売し、オリジナリティがあふれて
いると好評です。中でも、津軽の伝承料理「とう
ふかまぼこ」、３種のトマトを使う濃厚なトマとろ
ジュースはロングセラー商品。清水森ナンバを使
用した定食メニューにも力を入れております。




